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5．教職実践センター活動報告 
（１）平成 29 年度教職実践センター主催シンポジウム報告 
 
学級単位から始める『チーム学校』 
―那須烏山市と作新学院大学の 7 年間の実践― 
 
作新学院大学人間文化学部講師 日高 茂暢 
作新学院大学人間文化学部特任教授 九津見 幸男 
１．本シンポジウムのテーマ 





























  司会・指定討論 高浜 浩二（作新学院大学大学院 心理学研究科 准教授*） 
  話題提供    大金 仁 （那須烏山市教育委員会学校教育課 指導主事） 
          関 奈都子（那須烏山市教育委員会学校教育課 指導主事） 
          田口 典子（作新こころの相談クリニック 臨床心理士） 
 
３．シンポジウム・タイトル 
 学級単位から始める『チーム学校』―那須烏山市と作新学院大学の 7 年間の実践― 
 
４．開催日時と場所 
   平成 30 年 2 月 2 日（金）16：00〜17：30  作新清原ホール 
 
５．当日の進行 
  15：30〜 受付 
  16：00  司会進行 木村 直人（教職実践センター副センター長） 
       開会挨拶 
       学長挨拶 渡邊 弘（作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部学長） 
  16：10〜 講師紹介 高浜 浩二（作新学院大学大学院心理学研究科准教授） 








       話題提供③ 田口 典子先生 
「那須烏山市教育委員会と作新学院大学の協働事業について 
〜臨床心理士としての立場から〜」 
       指定討論・フロアディスカッション  高浜 浩二 






















トレーニングの 4 事業を展開している。4 事業で「つなぐ」ものは、物、人、力の 3
点である。特に「力」のつなぎでは、全保護者への障害への理解啓発講話、校内研修
の充実、巡回相談の自由なカンファレンスなど、子どもに関わる大人の「力」が発揮
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しやすい土壌をつくる事を意識されている点が興味深かった。ともすればハード面だ
けを充実化し、中身が手薄になることが多い中、教育のソフト面を充実化させる取り
組みは他地域のモデルになると考えられる。 
次に、関先生より、ご自身の学校教員時代の経験やすこやか推進室室長として感じ
られていること、現場の先生にとってのチーム学校について話題提供があった。特に、
特別支援コーディネーターとして担任や保護者、関係機関をつなぎ、コーディネート
することのポイントとして、「担任の悩みの把握」と最初に挙げられたことが、「チー
ム学校」の肝であるように痛感した。 
教育制度の発展から特別支援教育の校内委員会があること自体は珍しくない。しか
し、校内支援委員会の議論の中心は子どもであり、担任の困り感や疲労感、悩みに焦
点があたることは少ない。そのため、まじめな担任であるほど、困り感や疲労感の蓄
積がいずれは支援することに疲れ、心身ともに変調をきたしてしまう。従って、担任
の指導上の悩みを受容したり、問題解決的なコンサルテーションを受けたりすること
は、要支援児童生徒に向かう最前線の担任を守りサポートする重要な役割があると「チ
ーム学校」の意義を再確認できたように思う。 
 また那須烏山市の驚くべき点は、学校現場の実践力の高さである。しばしば要支援
児童生徒への対応について検討されるが、膨大な業務量のなかで、残念なことに実践
にうつす機会が少ない等の問題もある。しかし、那須烏山市は特別支援教育モデル事
業や通常学級ユニバーサルデザイン応援事業といった活動から、具体的な支援方法や
道具、授業展開のイメージを教員に定着させており、これらの活動が支援計画を実践
する土台になっているのだろう。 
 最後に田口先生より、臨床心理士として学校にどのように貢献できるか、という観
点から話題提供された。そこで強調された事は、子ども・教員・授業の 3 領域を支え
ることと、そのための見立て（アセスメント、実態把握）の重要性である。例えば、
子どもの認知特性と先生の得意な授業スタイルのマッチングを見立てたり、学校・学
級の実態や教員-子どもの Win-Win な活路の発見などを見立てたりといった、とても難
しい見立てである。田口先生はこの難題を応用行動分析学の観点から学校に還元して
いる。そして、実際に子どもにも教員にも成功体験を導く見立ての専門的技術は、「チ
ーム学校」における臨床心理士の果たす役割の大きさを示すように思う。 
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